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会員の声

保健所の管理栄養士として

私は高槻市保健所で管理栄養士として勤務

して4年目を迎えています。公衆衛生業務の中

で、私は栄養部門においての仕事を主にしてい

ます。高槻市は平成15年に中核市となり、同じ

年から高槻市保健所として現在の保健所が生

まれました。まだまだ若い保健所ですが、様々

な温かい協力や職員の努力で少しずつながら高

槻市らしさを持った保健所に成長していくべくが

んばっているところです。

私の仕事は、給食施設において利用者の方々

ヘ栄養管理の行き届いた食事を提供するため

の支援や飲食店に栄養表示を勧めたり、国民

健康・栄養調査といって実際のお食事の調査

をしたりと「食」を中心として様々な角度からア

プローチし、市民の皆さんに健康になっていた

だくお手伝いをしています。公衆衛生の大きな

目的が皆が健康で安全に心豊かに暮らすため

の支援ではないかと考えた時、それを「食」か

ら発信していくことが私の務めだと考えています。

私は昔から食べることが好きだったので、多くの

人たちに食べる楽しみを味わっていただきたい

と思っています。そのためには健康であることが

高槻市保健所保健総務課松浦史絵
必要です。「栄養管理された料理はおいしくな

い」と思われがちですが、実際そうではないと

いうこと、そうならないためにどれだけの人が努

力しているのかを伝えて、正しい知識を当たり

前に身につけていただけるにはどうしたらいいの

か？ということを考えています。今の「食育」といっ

た言葉に繋がることかもしれません。今はわざ

わざ「食育」といった言葉を使いますが、きっと

昔は当たり前のように食育が行われていたはず

です。社会環境や文化の変化など現在の日本

を作り上げた原因は様々だと思いますが、「食べ

る」ということはずっと続いていく人間の営みで

す。この誰にとっても身近である「食」に関わる

仕事ができることを私は幸せに思いますし、誇り

に思います。この仕事を通して様々なことを学ぶ

ことができますし、いろいろな人に出会うことも

できますし、基本にあるこの「食」というものの

奥深さに何度も感心するばかりです。私はこの

仕事を通して、健康でいつまでもおいしい「食」

を堪能できる人生を一人でも多くの人が送れたら

いいなあと思っています。

国民健康保険課に勤務して思うこと
大阪府健康福祉部国民健康保険課主査大西聖子

私は平成 19年 4月から、国民健康保険課で これまで、行政保健師の働く場の多くが衛生

初めてでかつ1人の専門職として「特定健診・ 部門でしたが、今般の医療制度改革に伴って

保健指導」の担当をしています。平成 20年か 「保険」部門に保健師が配属され、その保健

ら保険者に義務付けられた特定健診等実施計 師には保険料や医療費といった新たな側面か

画の策定とそれに基づいた「特定健診・保健 ら保健業務を見直す機会が与えられました。私

指導」の円滑な実施に向けた保険者支援が主 はこれまでに「保険」部門へ異動・兼務となっ

な仕事です。また当課は、「大阪府医療費適正 た保健師から不満の声を聞いたことがなく、そ

化計画」の所管課でもあり、計画の柱の一つで の配置が保健師にとってもメリットがあったのだと

ある生活習慣病対策を、効果的な特定健診・ 理解しています。私も今、衛生部門から外へ出

保健指導の実施により推進し、結果として中長 て、国保という立場で衛生の保健業務を見てみ

期的に医療費の伸びの抑制を図ることが求めら ると、事業の根拠やその評価の部分における

れます。 弱さを実感します。それは、保健師と同様に府
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民の健康について真剣に考え、府民のために

結果を出すことへの責任の重さについて、当課

の事務職の方々から学ばせていただいた結果と

思っています。

今回の特定健診・保健指導では、健診受診

率を高め、保健指導対象者を的確に抽出し、

相手に沿う・相手の自己決定を促すといった保

健師本来の力に科学的根拠を加えた「結果の

出る」保健指導を行うことが求められています。

これは捕らえ方によっては大きな負担ですが、

一方でこれまで明らかにできなかった「保健指

導の効果」を示し、「予防」という仕事ができる

専門職であることを示す絶好のチャンスでもあり

ます。実施計画策定のため実施した現状分析

の情報も有効に活用し、これまでできなかった

保健師の専門性を是非、明らかにしていただき

たいと思います。一方で、保健師がその専門性

を発揮するには、ポピュレーションアプローチと

の連動が必須です。そのために当課は健康づ

くり課と連携し、保険者が地域の特性を生かし

ながら、職域とも連携してさらに効果的な取り組

みへと発展させていける環境を作っていきたいと

考えています。
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